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北アルプスの麓
標高～1300m



http://webcam‐hida.pr.kyoto‐u.ac.jp/local/camera.html



京都大学飛騨天文台 （北アルプスの麓１276 ｍ）

ドームレス太望遠鏡

(DST)

太陽磁場活動望遠鏡

(SMART)

65cm屈折望遠鏡

60cm反射望遠鏡



飛騨天文台沿革

1968年 設立、60cm反射望遠鏡

1972年 65cm屈折望遠鏡

1979年 ドームレス太陽望遠鏡

2003年 太陽磁場活動望遠鏡（SMART）

構成員

教授：１、 助教：２、 技術職：２

教務補佐：１．５、 技能補佐：５

＋学生（１～２）



SMART望遠鏡

太陽全面、彩層速度場常時観測
 爆発、噴出現象の監視

高分解能真空太陽望遠鏡＋分光器
 活動プラズマの詳細診断

ドームレス太陽望遠鏡

飛騨天文台の２つの太陽望遠鏡



６０ｃｍ反射望遠鏡 ６５ｃｍ屈折望遠鏡

学生実習、変光星、惑星観測
見学



SMART H-alpha center (2011.08.03)

H
Center, +0.5, +0.8, +1.2, +3.5A
1set / 2min
45k x 4k format

原寸



SMART Live (リアルタイムデータ)

H-alpha 五波長
プロミネンス、連続光
(日本語版の時刻表示はJST)

2011.12.28   01:55 UT





SMART Live アクセス状況
6 万～30万件/1ヶ月

SMART カレンダー アクセス状況
2-3万件/1ヶ月 (20-25%が内部利用)

公開データダウンロード状況
総件数 約3,000件（ 2006年12月19日～2010年12月中旬）

内訳 2009年度まで 2010年度

国内研究機関 50 % 29%
中国 40 % 66%
その他 10 % 5%

By  石井



波長

CaII K

ドームレス太陽望遠鏡で得られるデータ



ひので SOT
Ca II H

飛騨 DST 
Ca II h3 − 0.5 Å

上昇

下降

フィッティング

衝撃波面？

By 上野

ひのでとの共同観測の一例



飛騨天文台で開発中の新しい観測装置

・DST 広帯域ポラリメータ

・DST 補償光学装置

・SMART  高感度ベクトルマグネトグラフ

・SMART  連続光/Hα高速フレア撮像装置

・狭帯域リオフィルター（Solar-Cを睨んで）

・シーイングモニター

2009~

2004~

2008~

2011~

2010~

2011~



SMART望遠鏡
Hα全面撮像

フレア・プロミネンス
放出の監視

ファブリペロによる
高精度磁場

大規模磁場と流れ

フレア高速撮像装置

白色光フレア、高エネル
ギー粒子の診断

全面磁場
活動領域の発達過程

（休止中）

２０１１～

２０１１～

SHABAR
シーイングモニター

製作中



Objective lens
25cm

New optical bench

Imaging lens
Camera-2

Continuum filter (6547A, w10A)

Hα filter (w3A)
Camera-1

Field stop

Collimator 
lens

Wedge 
plates

高速フレア撮像装置 2011.8～

名大ＳＴＥ研大型共同研究費により開発

0.22”/ pix,  FOV: 344” x 258” ,  25 frame/sec, expo: 0.2msec 







White light flare on 6 Sep.2011



White light flare on 6 Sep.2011

高い時間分解能により、太陽フレアにおける高エネルギー粒
子の加速機構および白色光フレアの解明を目指す。



SMART T4 の新マグネトグラフ

2, チューナブルフィルター
で吸収線波長スキャン

3, 偏光ビームスプリッ
ターで２偏光同時撮像

The coefficients a,b,c,d
are the function of wave 
plate 

4, 高速CCD カメラ
で光子積算

1,連続回転波長板
で高速偏光変調



SMART T4 ファーストライト

2011.07.15 by 永田、森田



補償光学装置

偏光較正装置

偏光解析装置-１

偏光解析装置-2

垂直分光器へ

水平分光器へ

切り替えミラー

望遠鏡より

可変形状鏡

波面センサー

補償光学装置

真空窓

像を安定化し解像度回復

ドームレス太陽望遠鏡

広波長域スペクトロポラリメータの開発
基盤研究Ａ 2010～



ドームレス太陽望遠鏡スペクトロポラリメータの目的

- 赤外ラインによる彩層・プロミネンスの磁場観測
 Solar‐C のサイエンスに向けた助走

- 多波長偏光分光による新しいプラズマ診断の開拓
ゼーマン効果  光球・プロミネンス磁場

散乱偏光、ハンレ効果  彩層・プロミネンス磁場

シュタルク効果  電場

衝突偏光  粒子ビーム、熱伝導

- 原子の偏向と輻射過程の基礎研究
実験室プラズマ分野との連携



25

望遠鏡の偏光を較正

偏光導入用回転式タレット

・無線操縦
・太陽電池搭載、
・直線偏光＆無偏光
・可視-赤外



黒点振動

 HeI 10830A

By  阿南

ひので/SOT

飛騨/DST



観測例
SMART、Hα image

DST、Hα image

空間分解能：0.4秒角/pix
波長分解能：0.07Å/pix
点線：DSTキャリブレーション前
実線：DSTキャリブレーション後

DST、Hα image

Slit length = 128 “

12/14
bｙ 阿南

CaII 854.2nm



DST補償光学装置プロトモデル 2010

Tip-Tilt Mirror
Deformable Mirror

Scan Mirror

Shift Sensor

Wavefront Sensor

Field Stop
ScaleFilter

北見工大と共同開発



結果（１）

by (元)北見工大 横山

AO-ON（21-70） AO-OFF（251-300）

2010.11.20



結果（２）

• ほぼ同時刻に太陽観測衛星「ひので」から撮られた
ものと、地上からAOを動作させながら観測したもの
との比較。

by 三浦



新ＡＯの開発

現ＡＯシステムの問題点
（１）波面補償能力が不十分
（２）光量の損失が大きい
（３）限られた波長（垂直分光器）でしか使えない
これらのため、科学的な観測に適用できていない

新ＡＯ
・９７素子可変形鏡

・高スループット

・水平、垂直両用



M16
M15

M14

M13(parab
ola)

M12 M11

M10(DM)
M9

M8(parabola) M7
M6(parabola) M5(TT

M)

M4(parabol
a)

M3

M2

M1

来年のファーストライトを目指して製作中。。

設計製作； 仲谷補償光学装置

新ＡＯの開発

３ｍ



LCVR

polarizer

Calcite
(方解石)

½ waveplate

f s

LCVR

5mm

40mm

30mm

Clear aperture

Polarizer / waveplate

32mm

0.25A0.5A 1A2A4A8A16A

Blocking 
filter

window

f s

Calcite

32mm

波長チューニングに液晶可変遅延素子を用いたリオフィルター
透過幅 0.12A @ 525nm,  広帯域 510 ~ 870nm
＊飛騨天文台の既存のリオフィルターを解体し方解石を抽出（32mm角）

２０１１～
将来（Solar‐C）にむけた
狭帯域チューナブルフィルターの開発



１日24時間太陽活動を監視
する国際共同プロジェクト

本計画で実現する３つの拠点
・飛騨天文台（日本）、
・イカ大学（ペルー）、
・新教育天文台（アルジェリア）

フレア監視望遠鏡

フレア & 
フィラメント噴出

太陽面爆発によるプラズマの噴出速度と
方向を測定。太陽地球間環境変動に与え
る影響を研究する。

SMART望遠鏡の展開

34



展望

飛騨天文台がとりくむ柱

– より高分解能、高精度、、

– 偏光分光による新しいプラズマ診断の開拓

– 高速撮像装置と新マグネトグラフによるフレア
研究

– CHAINプロジェクトによる世界への展開

（Ｈα連続観測と海外若手研究者の育成）

– 装置開発を含めSolar‐C推進の一翼を担う

－人材育成


